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令和７年 6 月 13 日現在 
学 校 長 様 
英語科教諭各位 
英授研会員各位 
 

英語授業研究学会 第 36 回全国大会実施要項 
Japan Association for the Study of Teaching English 

 

教育現場における急速なデジタル化や生成 AI などの新たな技術の導入により、英語教育の在り方はこ
れまでにない変化を迎えています。さらに、学習指導要領の全面実施以降、小・中・高等学校を通じた一
貫性ある教育が本格的に推進され、個別最適な学びや協働的な学びなど、多様で柔軟な指導の工夫が求め
られる時代となっています。 

こうした状況を受けて、本年度の全国大会は「これからの時代に求められる英語教育とは」をテーマに
掲げ、国士舘大学（東京・世田谷キャンパス）において、2 日間にわたり対面形式で開催いたします。日々
の授業づくりの視点を広げる講演やシンポジウム、そして授業映像をもとにした研究・協議を通して、変
化の激しい今だからこそ、教室での学びや授業の営みにじっくりと向き合い、その中にある教育の本質や
指導の意味を問い直す機会としたいと考えております。 

ご多用の時期とは存じますが、会員の皆さまはもちろん、非会員の先生方や学生の皆さまにも広くご参
加いただき、英語教育の現在と未来について語り合う本大会が有意義な学びと交流の場となれば幸いです。
多くの皆さまのご参加を心よりお待ち申し上げます。 

会   長 久保野 雅史（神奈川大学） 
副 会 長 和田  憲明（姫路大学） 
関東支部長 津久井 貴之（群馬大学） 
実行委員長 豊嶋  正貴（國學院大學 ほか） 

 
● と  き： 令和７(2025)年 ８月 ７日(木)   12：50～17：10 
                              ８日(金)    9：30～16：50 

● 開催方法： 対面開催 

● 会  場： 国士舘大学【世田谷キャンパス・梅が丘校舎（34 号館）３階】 
東京都世田谷区世田谷 4-28-1、小田急線・梅ヶ丘駅下車徒歩 10 分 

● 参 加 費： 会員及び学部学生は参加費無料 
一般は 2 日間の参加は 1,500 円、1 日のみの参加は 1,000 円 
＊事前の参加申し込みは必要ありません。 
＊参加費は釣銭のないようにご準備ください。 

● 大会資料集：紙媒体での資料集の配布は行いません。各自の端末（タブレットやスマートフォンなど）
にダウンロードして閲覧いただく形となります。 
・会員の方には、英授研ホームページにて資料を配布いたします。 
・学生および一般参加の方には、当日受付にて資料データの URL をご案内いたします。 
※インターネットへの接続に際し、会場での公共 Wi-Fi 回線の提供はありません。 
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大会テーマ「これからの時代に求められる英語教育とは」 
 

＜第 1 日目：8 月 7 日(木)＞ 
総合司会：松尾 真太郎（筑波大学附属駒場中学校・高等学校） 

 

１．開会あいさつ・諸連絡（12：50～12：55） 【B301 教室】 

                               大会実行委員長：豊嶋 正貴（國學院大學 ほか） 

                           

２．講演（13：00～14：20）  【B301 教室】 

 「AI 時代の英語教育—我々は失業してしまうのか」 

講 師：竹内 理（関西大学） 

司 会：吹原 顕子（大阪商業大学） 

  

３．映像による高等学校授業研究協議（14：30～15：40）【B301 教室】   

    「高 2・英語コミュニケーションⅡ：インタラクションを通して題材を深める授業」 

授業者：宮崎 貴弘（兵庫県・神戸市立葺合高等学校） 

                分析者：津久井 貴之（群馬大学） 

 

４．課題別分科会（15：55～17：10） 

＜第 1 会場＞ 「教育現場における生成 AI の活用と展望」【B301 教室】 

提案者：土田 俊輔（富山県立南砺福野高等学校） 

中田 未来 （大阪教育大学附属池田中学校） 

兼コーディネーター：豊嶋 正貴（國學院大學 ほか） 

 

＜第 2 会場＞ 「学習者のエンゲージメントを高める指導の工夫」【B302 教室】 

提案者：川上 光太（ドルトン東京学園中等部・高等部） 

加藤 京子（愛徳学園高等学校） 

兼コーディネーター：和田 玲（長崎大学） 

 

＜第 3 会場＞ 「教科チームワークの構築とその効果」【B304 教室】 

提案者：高杉 達也（筑波大学附属中学校） 

野田 玲子（大阪府立四條畷高等学校） 

兼コーディネーター：土屋 雅徳（神奈川県・川崎市立有馬中学校） 

こ 

※第１日目終了後、国士舘大学（世田谷キャンパス）「スカイラウンジ」にて懇親会を予定しています。 
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＜第 2 日目：８月８日(金)＞ 
総合司会：兼岩 明日香（新島学園中学校・高等学校） 

 

５．レクチャー（9：30～10：40）【B301 教室】 

「これからの英語教育にメタバースが必要な 10 の理由」 

講 師：池田 勝久（文部科学省初等中等教育局主任教科書調査官） 

司 会：五十嵐 浩子（国士舘大学） 
 

６．映像による中学校授業研究協議（10：55～12：05）【B301 教室】   

     「中２：教科書の場面と本文を自己表現に活かすための工夫」 

                                授業者：中島 真紀子（筑波大学附属中学校） 

                 分析者：髙橋 一幸（神奈川大学） 
 

７．会員総会（12：50～13：10）【B301 教室】 

・会長挨拶  

・2024 年度会計報告・2025 年度年間事業計画・新役員紹介他 
 

８．研究・実践発表（13：20～15：00）(1) 13:20～13:50   (2) 13:55～14:25  (3) 14:30～15:00 
 
 ＜第 1 会場（B301）＞  司 会：冨藤 賢治（大阪教育大学附属平野中学校） 

(1) 「生徒が変わる！中学校英語学習者用デジタル教科書活用術～1 台の端末で：WGPI メソッド～」 
      橋本 慎一（神奈川県・川崎市立住吉中学校） 
  川添 誠矢（神奈川県・川崎市立住吉中学校）   

 (2) 「日本人高校生の英語ライティングにおける生成 AI 活用とその影響」  
    石川 友哉（渋谷教育学園幕張中学校・高等学校）   

(3) 「中学生のやり取りにおける自己調整を支える個別最適な学びと協働的な学び」  
    前田 宏美（文京学院大学） 
   松野 麻里恵（東京都・港区立三田中学校） 
 
＜第 2 会場（B302）＞             司 会：中島 利恵子（新島学園中学校・高等学校） 
   (1) 「中学校英語授業における focused task の効果～TSLT 実践からの示唆～」  
 高杉 達也（筑波大学附属中学校） 

(2) 「既習事項を総動員して学ぶ授業を通して、生徒の即興的なやり取りの表現がどのように変容するか」 
 松元 崇（埼玉県・日高市立武蔵台小中学校）   

(3) 「即興型英語ディベートの型を使ったスピーキング指導と評価」  
 塩原 洋二（明治大学付属明治高等学校・中学校） 
 
＜第 3 会場（B303）＞       司 会：金井 友厚（大阪教育大学） 

(1) 「パフォーマンス課題×OPPA で育てる主体的に学習に取り組む態度 ～中学校英語「読むこ
と」Drama Reading における実践から～」  

 水田 怜樹（山形県・尾花沢市立福原中学校） 
(2) 「教室全体が英語学習にエンゲージする授業づくり―生徒の主体性を高めるための授業改善と変容分析－」  

 平野 朋美（創価高等学校）   
(3) 「「生徒に委ねる」授業実践－教科書を元に生徒が主体的にワクワクして取り組む授業例－」  

 秋山 容洋（兵庫県・姫路市立家島中学校） 
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 ＜第 4 会場（A308）＞            司 会：高橋 信博（東京都市大学付属中学・高等学校）    
(1) 「国立高専における CLIL 実践報告：Soft CLIL から Hard CLIL への段階的移行」  

 白井 龍馬（福岡教育大学） 
   (2) 「中学校英語における概念型指導（Concept-based Language Instruction: CBLI）の実践と考察  

―生徒の振り返りから見える学び―」  
      溝畑 保之（桃山学院大学）   

 大脇 裕也（大阪府・大東市立北条中学校）     
 中田 未来（大阪教育大学附属池田中学校） 
   堀米 美恵子（大阪府・箕面市立第六中学校） 
(3) 「教科書から広がる探究の旅—Inquiry Circle の実践—」  
  松永 麻由（愛媛県・東温市立重信中学校） 

 

＜第 5 会場（A309）＞       司 会：前田 哲宏（龍谷大学） 
   (1) 「なぜ、多くの英語の聞き取りテストの放送回数は２回なのか？～英語の放送回数と得点の比較

調査を踏まえて～」  
 新谷 彰男（岡山県・岡山市立香和中学校） 

(2) 「言語活動における「コミュニケーションを行う目的や場面、状況」への意識とパフォーマンス 
の関係性」  

    工藤 洋路（東京外国語大学）  
    津久井 貴之（群馬大学） 

(3) 「「英語コミュニケーションⅠ」における統合型の言語活動の実践と分析―タイプの異なるライテ
ィング活動の比較を通して―」  

   松尾 真太郎（筑波大学附属駒場中学校・高等学校） 
 

＜第 6 会場（A310）＞             司 会：桐井 誠（文教大学） 
   (1) 「児童生徒のエンゲージメントを高める言語活動の仕掛け～「英語嫌いの増加」に立ち向かう～」 
     坂上 渉（京都府・亀岡市立亀岡川東学園） 
   (2) 「英語を“学ぶ”から“使う”へ ～中学校への接続を意識した小学校での挑戦～」  
     阪下 真美（大東市教育委員会）   

(3) 「「読むこと」「書くこと」の土台となる系統的な文字指導に関する研究 ～アルファベットの「音
読み」と音素認識能力に注目して～」 

 高橋 博将（埼玉県・上尾市立大石南小学校） 
 

９．シンポジウム（15:15～16:45）【B301 教室】 
  「これからの英語教育のために今できること」 
              登壇者：狩野 晶子（上智大学短期大学部） 

工藤 洋路（東京外国語大学） 
松下 信之（大阪府教育庁） 

                     司 会：久保野 雅史（神奈川大学） 
 

10．閉会あいさつ（16:45～16:50）【B301 教室】 
                 英語授業研究学会 副会長 和田 憲明（姫路大学） 
 

【会場までのアクセス】 
世田谷キャンパス｜国士舘大学 
 


